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●
世
界
的
な
景
気
後
退
は
、
我
が

国
の
経
済
状
況
や
雇
用
情
勢
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
中
、
平
成　

年
度
予
算

２２

を
見
る
と
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
水

準
を
確
保
す
る
た
め
の
努
力
と
、

将
来
に
向
け
た
施
策
を
着
実
に
推

進
し
よ
う
と
す
る
決
意
が
感
じ
ら

れ
る
。
歳
出
を
見
る
と
、
教
育
分

野
で
は
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。
道

徳
教
育
の
副
読
本
や
指
導
書
の
整

備
は
、
将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒

の
財
産
で
あ
り
、心
豊
か
な
児
童
・

生
徒
の
育
成
は
、
家
庭
生
活
の
充

実
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
評
価
す

る
。
ま
ち
づ
く
り
で
は
、（
仮
称
）

綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
完
成
に

向
け
た
取
り
組
み
が
計
上
さ
れ
て

い
る
。寺
尾
上
土
棚
線
の
北
伸
は
、

本
市
の
産
業
活
性
化
に
直
結
す
る

大
動
脈
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、

今
後
の
取
り
組
み
に
注
目
し
た
い
。

環
境
分
野
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
一
環
と
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
公
園
灯
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
世
界
的
規
模
で
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
動
き
が
見
ら
れ
る
中
、

本
市
の
取
り
組
み
は
評
価
で
き
る
。

歳
入
を
見
る
と
、
自
主
財
源
比
率

が　

％
と
前
年
度
比
で
４
･
９
％

６０
減
少
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
市
税

は
前
年
度
比
５
・
３
％
の
減
収
と

な
っ
て
い
る
。
近
年
は
依
存
財
源

に
頼
る
方
向
で
推
移
し
て
お
り
、

自
主
財
源
確
保
へ
の
取
り
組
み
に

も
期
待
し
た
い
。
一
歩
ず
つ
着
実

に
歩
み
を
重
ね
つ
つ
、
速
や
か
に

事
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
念
願

し
、
本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
市
民
会
議　

）
２１
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一
般
会
計
予
算
に
対
す
る
討
論

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
会
最
終
日
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

２２

議
決
に
先
立
ち
、
同
予
算
に
対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
、
５
人
の
議
員
か
ら
賛
成
意
見

が
、
２
人
の
議
員
か
ら
反
対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
平
成　

年
度
予
算
は
、
前
年
度

２２

比
２
％
増
の
総
額
２
５
８
億
８
０

０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
、
５
年
連

続
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
子

ど
も
手
当
を
除
く
と
前
年
度
比
４

･
６
％
減
で
、
市
税
減
収
に
対
応

し
た
予
算
で
あ
る
。
歳
入
で
は
、

根
幹
を
な
す
市
税
の
歳
入
に
占
め

る
割
合
が
、
６
年
ぶ
り
に　

％
を

５０

割
っ
て
い
る
。
一
方
、
子
ど
も
手

当
負
担
金
の
新
設
や
綾
瀬
小
学
校

新
築
工
事
補
助
金
の
増
額
で
、
国

庫
支
出
金
が
前
年
度
比　

・
９
％

２６

増
と
な
る
な
ど
、
国
庫
補
助
事
業

が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。ま
た
、

臨
時
財
政
対
策
債
の
活
用
や
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
、
財

源
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
。
歳
出

で
は
、
子
ど
も
手
当
の
創
設
や
生

活
保
護
費
の
増
額
で
、
民
生
費
が

前
年
度
比　

･
２
％
増
と
な
っ
て

１７

い
る
。こ
の
中
で
、保
育
園
の
待
機

児
童
対
策
と
し
て
、
大
上
保
育
園

の
建
て
替
え
に
よ
る
定
員
増
や
一

時
的
に
定
員
増
を
行
う
認
可
保
育

園
の
支
援
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
た

予
算
と
評
価
す
る
。ほ
か
に
も
、職

●
平
成　

年
度
予
算
は
、
当
初
か

２２

ら
大
幅
な
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
、

最
終
的
に
市
税
が
前
年
度
比
約　
１１

億
円
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
な
ど
、

財
政
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
で

あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
も
財
政
健

全
化
の
方
針
は
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、

細
部
に
わ
た
り
精
査
し
た
上
で
編

成
さ
れ
た
と
聞
く
。
内
容
を
見
て

も
、
市
民
生
活
重
視
の
施
策
や
事

業
が
い
く
つ
も
盛
り
込
ま
れ
た
予

算
で
あ
る
と
評
価
す
る
。
寺
尾
上

土
棚
線
の
北
伸
や
工
業
系
の
市
街

化
編
入
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
起
爆
剤
と

し
て
、
土
地
の
有
効
活
用
と
資
産

価
値
の
向
上
、
市
税
の
増
収
、
雇

用
の
創
出
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、

将
来
を
見
据
え
た
投
資
と
し
て
、

大
き
な
実
り
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
市
民
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
に
説
明
し
、

事
業
が
円
滑
に
進
ち
ょ
く
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
一
方
、
歳
入
で

は
、
市
税
の
大
幅
な
減
収
が
心
配

の
種
と
な
っ
て
い
る
。
財
源
問
題

は
、
施
策
を
展
開
す
る
上
で
避
け

て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
り
、
収
納

率
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
ほ
か
の

財
源
確
保
に
も
力
を
注
い
で
も
ら

い
た
い
。
ま
た
、
施
策
を
実
施
す

る
際
に
は
、
常
に
周
囲
の
情
勢
を

注
視
し
、
時
に
は
事
業
計
画
を
見

直
す
な
ど
の
決
断
も
必
要
で
あ
る
。

計
画
性
の
中
に
も
柔
軟
な
対
応
と
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。
こ
う
し
た
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
元
気
の
出
る
明
る

い
諸
施
策
の
実
行
を
要
望
し
、
本

予
算
に
賛
成
す
る
。

賛

成

業
技
術
校
の
就
学
支
援
や
生
ご
み

の
分
別
・
減
量
化
モ
デ
ル
事
業
、

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
な

ど
、
特
色
あ
る
事
業
が
数
多
く
盛

り
込
ま
れ
て
お
り
、
人
材
育
成
や

循
環
型
社
会
の
形
成
、
高
齢
化
社

会
へ
の
対
応
な
ど
、
将
来
を
見
据

え
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。厳
し
い

財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、
市
民
生

活
の
向
上
に
重
点
を
置
き
、
健
全

財
政
の
維
持
と
適
正
な
予
算
執
行

を
要
望
し
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
公
明
党
）

●
我
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
金
融

危
機
に
端
を
発
し
た
企
業
の
業
績

悪
化
や
倒
産
、
撤
退
な
ど
が
相
次

ぎ
、
市
民
生
活
に
も
影
響
が
生
じ

て
い
る
。
持
続
可
能
な
自
治
体
経

営
を
行
う
た
め
に
は
、
市
民
と
議

会
、
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
長
期

的
展
望
に
立
っ
た
最
善
の
選
択
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
平
成　

年
度

２２

予
算
は
、前
年
度
比
２
％
増
だ
が
、

個
人
所
得
の
減
少
や
法
人
の
業
績

悪
化
で
歳
入
が
減
少
し
、
子
ど
も

手
当
を
除
く
と
５
年
ぶ
り
に
前
年

度
を
下
回
る
厳
し
い
緊
縮
予
算
で

あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、歳
出

の
抑
制
を
図
り
、
事
業
の
精
査
を

徹
底
し
た
と
聞
く
が
、
難
し
い
予

算
編
成
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

（
仮
称
）綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

や
寺
尾
上
土
棚
線
北
部
区
間
の
広

域
道
路
対
策
は
、
産
業
の
活
性
化

に
向
け
た
計
画
的
な
新
市
街
地
を

創
出
す
る
た
め
の
重
要
な
事
業
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援

対
策
や
高
齢
者
福
祉
対
策
、
教
育

施
設
の
整
備
、
ご
み
の
減
量
化
事

業
な
ど
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た

施
策
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
た
予

算
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
中
小
企

業
へ
の
支
援
体
制
の
強
化
や
農
業

経
営
の
安
定
化
を
図
る
施
策
な
ど
、

経
済
情
勢
な
ど
を
考
慮
し
た
適
切

な
取
り
組
み
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え
、

事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
る
効
率

的
な
行
政
経
営
に
よ
り
、「
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を
願
い
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

（
改
綾
ク
ラ
ブ
）

●
世
界
経
済
は
、
中
国
や
イ
ン
ド

を
中
心
と
し
た
ア
ジ
ア
に
シ
フ
ト

し
つ
つ
あ
る
が
、
世
界
経
済
と
そ

の
影
響
を
受
け
る
日
本
経
済
は
依

然
と
し
て
不
透
明
で
あ
る
。
そ
う

し
た
状
況
下
で
の
平
成　

年
度
予

２２

算
は
、
自
主
財
源
の
８
割
を
占
め

る
市
税
が
、
前
年
度
よ
り
約　

億
１１

円
の
減
収
見
込
み
で
あ
る
。ま
た
、

義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費
が
、

定
年
退
職
者
増
の
た
め
２
・
６
％

増
と
な
る
。
市
税
や
各
種
交
付
金

の
減
収
を
補
う
た
め
、
３
億
円
を

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
取
り
崩
し

で
対
応
す
る
こ
と
と
な
る
。
障
害

者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

高
齢
者
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
も
つ
な
が
る
が
、
新
年
度
予

算
で
、
さ
ら
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、ご
み

削
減　

％
の
施
策
と
し
て
、
生
ご

５０

み
の
減
量
化
・
資
源
化
が
さ
ら
に

前
進
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。ま
た
、

真
の
国
際
化
教
育
と
、
過
激
化
す

る
情
報
化
社
会
の
中
、
実
物
を
大

切
に
す
る
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
望
む
。
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
に
大
き
な
負
担
を
残
さ
な

い
財
政
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
。

将
来
、
市
民
生
活
に
大
き
く
影
響

す
る
事
業
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

後
期
基
本
計
画
や
産
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
、
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
や
総
合
都
市
交
通
計
画
の

改
定
が
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
長

期
展
望
を
持
っ
て
進
む
こ
と
を
望

む
。
新
政
権
の
も
と
、
さ
ら
な
る

地
方
分
権
が
進
む
中
、
市
民
へ
の

情
報
公
開
を
徹
底
的
に
進
め
る
こ

と
を
望
み
、本
予
算
に
賛
成
す
る
。

平成22年度各会計の予算規模

近
藤 
洋
議
長
逝
去
さ
れ
る

　

市
議
会
議
長
近
藤 
洋
氏
が
、

在
職
中
の
４
月　

日
に
逝
去
さ

２２

れ
ま
し
た
。享
年　

歳
で
し
た
。

６６

　

同
氏
は
、
綾
瀬
市
議
会
議
員

に
昭
和　

年
に
初
当
選
さ
れ
て

５０

以
来
、
８
期　

年
の
長
き
に
わ

３１

た
り
議
員
を
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
間
、
民
意
を
代
表
す

る
真
の
議
会
人
と
し
て
、
議
長

を
始
め
、
議
会
運
営
委
員
会
委

員
長
、
基
地
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
な
ど
多
く
の
重
責
を
担

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
５

月
に
は
、
自
身
２
度
目
と
な
る

議
長
に
就
任
し
、
全
国
市
議
会

議
長
会
基
地
協
議
会
関
東
部
会

会
長
を
務
め
る
な
ど
、
各
方
面

の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
御

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹

ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
御
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

故近藤 洋議長




